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このドキュメントでは、レポート機能でのUmbrella IDの識別解除について説明します。

背景説明

Umbrellaレポートの識別解除が完全にリリースされました。この機能は、Umbrellaレポートで要
求を行うユーザのホスト名、内部IP、およびユーザ名を非表示にし、ユーザのプライバシーを向
上させます。

Umbrellaの任意のアカウントに対して非識別機能を有効にすることができますが、一度有効にす
ると自分で無効にすることはできません。これは設計どおりで、「4つの目」の原則を満たすシン
プルで使いやすい機能を作ろうとしています。 残念ながら、4アイズは特に難しいので、2人が仕
事のコンテキストで一緒に一緒にいることはほとんどありません。したがって、この方法で機能
を作る必要があります。有効にすると、次のスクリーンショットのように、レポートのユーザ
IDがハッシュに置き換えられます。ハッシュはIDを持つ1対1であるため、ユーザが誰かを正確に
知らなくても、ユーザの状態を確認できます。

ドキュメントについては、https://docs.umbrella.com/deployment-umbrella/docs/enable-de-
identificationを参照してください。

このスクリーンショットでは、通常のID名がハッシュに置き換わり、そのハッシュをクリックし
てレポートをピボットする方法に注目してください。
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翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


